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各 地で桜花爛漫

夜はライトアップされ、訪れる人を魅了する醍醐桜（�/�）

宇宙を旅した醍醐桜の種から育
てた苗を、市役所本庁舎の敷地
に平成��年に植栽。成長を見守
ってきた「宇宙桜」が今年初めて
花を咲かせました。

久世トンネル桜（�/�）

　�月下旬から春の訪れを告げる桜が見ごろを

迎え、イベントなどが各地で開催されました。

訪れた人たちは記念撮影や散策をして楽しんだ

り、地元産品を使った手料理などを堪能したり

していました。

美甘さくらまつりウォーキング
（�/��）

岩井畝の大桜
（�/��）

神代の深山桜
（�/�） 天の岩戸さくらまつり（天の岩戸さくらまつり（��//����））
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まちの話題

このコーナーは、皆さんや支局から寄せられた情報で作成していきます

　

�
月　

日
、
働
く
女
性
の
た
め
の
ボ
ラ

��

ン
テ
ィ
ア
組
織
と
し
て
、
高
齢
者
や
子
育

て
を
支
援
し
て
い
る
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス

ト
真
庭
が
認
証　

周
年
を
迎
え
、
勝
山
文

��

化
セ
ン
タ
ー
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
ま
し
た
。
市
内
在
住
で
沖
縄
民

謡
を
中
心
に
音
楽
活
動
を
行
う
Ｈ
ｕ
ｌ
ｌ

（
ハ
ル
）
に
続
き
、
蒜
山
で
育
っ
た
泉
沙
世

子
さ
ん
が
デ
ビ
ュ
ー
後
初
と
な
る
地
元
コ

ン
サ
ー
ト
で
歌
声
を
披
露
。
会
場
に
訪
れ

た
約
�
�
�
人
を
情
熱
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
で
魅
了
し
ま
し
た
。

初の地元開催コンサートで熱唱する泉さん

中津井の陣屋町を通ったと伝えられる輿入れ道中

　

中
津
井
雛
の
文
化
ま
つ
り
が
�
月　

日
��

と　

日
の
�
日
間
、
な
か
つ
い
陣
屋
周
辺

��
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
明
治
か
ら
昭
和
初
期

ま
で
の
内
裏
雛
や
段
飾
り
な
ど
の
雛
人
形

が
、
民
家
な
ど
約　

カ
所
に
飾
ら
れ
、
風

��

情
あ
る
町
並
み
を
演
出
。
市
内
外
か
ら
訪

れ
た
観
光
客
ら
を
も
て
な
し
ま
し
た
。
ま

た
、
恒
例
と
な
っ
た
「
輿
入
れ
道
中
」
で
、

江
戸
時
代
に
呰
部
の
庄
屋
か
ら
、
児
島
の

塩
田
王
・
野
崎
家
に
嫁
入
り
を
し
た
際
の

輿
入
れ
を
再
現
。
に
ぎ
わ
う
祭
り
を
華
や

か
に
彩
り
ま
し
た
。

町
並
み
に
昔
風
情
た
っ
ぷ
り

中
津
井
雛
の
文
化
ま
つ
り

　　 春の陽気に足取り も軽く

�本の専用ポールを使って

歩く、ノルディックウォー

キング講習会が、落合総合

公園で行われました。参加

した約��人は、講師の指導

を受けた後、約��の特別

コースを、春の訪れを感じ

ながら歩きました。

�/��

　　 長寿の秘訣は「よく働いたこ と 」

富永ま津代さん（勝山）が�

月��日に百歳を迎えられ、

自宅で祝いの会が行われま

した。うなぎ以外は何でも

食べるのが健康な証拠と富

永さん。娘さんらとのおし

ゃべりを楽しみながら元気

に過ごされています。

�/��

　　 老いも若きも真庭のＤＯＯＮ ！ ！

若者が音楽ライブなどでま

ちを盛り上げる「真庭のＤ

ＯＯＮ ! !」が落合サンプラザ

で開かれました。昨年に続

き�回目。今回は、日本舞

踊とのコラボレーションを

取り入れるなどし、老若男

女の目を楽しませました。

�/�

　　季節ならではの薬草料理いかが？

やまんばぁばの薬草料理を

食べる会が、富原地区のま

めな家屋で開かれました。

山野草の活用を学ぶ富原婦

人林業研究クラブが主催し

約��人が参加。アザミやタ

ンポポなどを使った��品の

料理を楽しみました。

�/��

　　百歳の誕生日を自宅でお祝い

古山守さん（多田）が百歳を

迎えられ、自宅でお祝いの

会が行われました。身の周

りのことは今も自分ででき

るという古山さん。食事も

�食規則正しく食べ、天気

のいい日には、小さな畑で

野菜作りもされています。

�/��

�

周
年
の
節
目
迎
え
る

��

記
念
チ
ャ 
リ
テ 
ィ 
コ
ン
サ
ー
ト
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広
報
真
庭   
●
月
号

　�

が�

編
集
後
記�

　

こ
の
�
月
か
ら
新
し
く
広
報
の
担
当

と
な
り
ま
し
た
。
一
眼
レ
フ
の
カ
メ
ラ

を
使
っ
た
こ
と
も
な
く
、
撮
影
を
す
る

度
に
落
ち
込
む
日
々
で
す
。
戸
惑
う
こ

と
も
多
い
で
す
が
、
早
く
一
人
前
に
な

れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
取
材
な
ど
で
、
市
内
の

あ
ち
こ
ち
に
出
没
し
ま
す
の
で
、
そ
の

際
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
体
は

で
か
い
で
す
が
、
お
と
な
し
い
の
で
気

軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。 

横
山

　

電
話
勧
誘
は
皆
さ
ん
も
経
験
が
あ
る

の
で
は
。
数
カ
月
前
の
こ
と
で
す
が
、

「
も
し
も
し
、住
宅
用
ソ
ー
ラ
ー
発
電
の

ご
紹
介
で
す
。」と
い
う
電
話
。
両
親
が

す
で
に
設
置
し
て
い
た
の
で
「
設
置
し

て
ま
す
け
ど
。」と
答
え
ま
し
た
。
少
し

疑
問
を
抱
き
な
が
ら
も
、
知
ら
ず
に
営

業
電
話
を
し
て
き
た
だ
け
か
な
と
も
思

い
ま
し
た
。
携
帯
電
話
で
の
や
り
取
り

が
大
半
な
の
で
自
宅
電
話
だ
と
最
初
か

ら
不
審
に
思
っ
て
い
ま
す
。 

小
山

　

桜
が
終
わ
り
、
新
緑
が
ま
ぶ
し
い
季

節
で
す
。
意
外
に
新
緑
の
楽
し
み
方
っ

て
難
し
い
で
す
よ
ね
。「
花
見
」
は
あ
っ

て
も
「
葉
見
」
っ
て
聞
い
た
こ
と
な
い

し
。
で
も
、
真
庭
は
登
山
や
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
が
で
き
る
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
る

の
で
い
い
で
す
よ
。
以
前
取
材
で
登
っ

た
中
蒜
山
の
新
緑
の
き
れ
い
だ
っ
た
こ

と
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
つ
ぶ
し
て
写
真

を
載
せ
た
い
く
ら
い
で
す
。
そ
ん
な
真

庭
で
登
山
、
ど
う
で
す
か
？ 

江
崎

�問   商工観光課 ℡����-��-����

�
�
�
�

�

�
�
�
�

�
�

�
�
�
�

　新緑芽吹く�月。登山シーズンの
到来です。真庭市内には、蒜山三座を
はじめとして県内有数の登山コース
が多数あります。まぶしい緑に包ま
れながら、癒しの登山を楽しんでみ
ませんか。

真庭の登山には、

「登山ガイドマップ」

が便利です。

癒しを
求めて新緑登山

中蒜山からの眺望

富
原
お
茶
ま
つ
り

第��回
　

県
内
有
数
の
お
茶
ど
こ
ろ
と
し
て
知
ら
れ
る
勝
山
地
区
・
富
原
で
行

わ
れ
て
い
る
交
流
イ
ベ
ン
ト
。
お
茶
摘
み
や
製
茶
つ
く
り
な
ど
の
体
験

メ
ニ
ュ
ー
は
富
原
な
ら
で
は
。
そ
の
ほ
か
、地
元
団
体
に
よ
る
特
産
品
、

軽
食
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

�問
 
 
「
富
原
お
茶
ま
つ
り
」
実
行
委
員
会

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

�お茶摘み体験
　�回目　�：��～
　�回目　��：��～

�製茶つくり体験
　�回目　��：��～
　�回目　��：��～
�催し物
　ビンゴゲーム、銭太鼓など
�野山散策
　または製茶工場見学
　　　　　��：��～

�月��日�
�：��開会

富原小学校
グラウンド

場所

日時


